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特集 南会津で学ぶ！　山村留学
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山
村
留
学

　

南
会
津
町
山
村
留
学

山桜が咲き、広葉樹が芽吹く春
濃厚な緑の中をホタルが舞い、清流で遊ぶ夏
鮮やかな紅葉の中で収穫の喜びを感じる秋
一面銀世界、青空の下スキーで滑走する冬
明確な四季がある南会津町で感動体験を

　
南
会
津
町
で
の
山
村
留
学

　

５
年
前
か
ら
、
本
町
に
お
け
る
山
村

留
学
の
可
能
性
の
調
査
や
先
進
地
の
視

察
、
ま
た
、
友
好
都
市
の
さ
い
た
ま
市

に
協
力
し
て
頂
き
、
都
市
部
の
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
の
方
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
山
村
留
学
の
需
要
調
査
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
豊
か
な
自
然
や
生
活
文

化
が
残
る
舘
岩
地
域
は
山
村
留
学
の
適

地
で
あ
り
、
都
市
部
の
方
の
１
割
近
く

が
、
長
期
の
山
村
留
学
に
期
待
を
寄
せ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
短
期
の
山
村
留
学
を
夏
１
回

と
冬
２
回
の
計
３
回
実
施
し
、
長
期
の

受
入
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

山
村
留
学
と
は
、
都
市
部
の
子
ど
も

た
ち
が
、
自
然
豊
か
な
農
山
村
地
域
の

家
庭
や
共
同
宿
泊
施
設
等
で
生
活
し
、

地
元
の
小
学
校
に
通
い
な
が
ら
、
自
然

体
験
や
生
活
体
験
を
す
る
取
組
で
す
。

　

豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
様
々

な
体
験
活
動
や
素
朴
な
農
村
の
暮
ら

し
、
仲
間
や
地
元
の
人
々
と
の
交
流
を

通
じ
て
、
健
や
か
で
た
く
ま
し
い
心
身

と
豊
か
な
人
間
性
、
生
き
る
力
や
自
立

心
を
育
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
で
児
童
生
徒
数
を

増
や
し
、
地
元
の
学
校
や
地
域
の
活
性

化
が
期
待
で
き
る
こ
と
も
こ
の
取
組
の

魅
力
で
す
。

　

今
号
で
は
、
本
町
で
の
山
村
留
学
の

こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
、
こ
れ
か
ら
の
展

望
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
山
村
留
学
と
は

星教育長に
山村留学について
伺いました！

Ｑ　
山
村
留
学
の
実
施
で
期
待
で
き
る

　
　
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

一
番
期
待
で
き
る
こ
と
は
地
域
の
活

性
化
で
す
。　

　

長
期
の
山
村
留
学
を
実
施
す
る
事

で
、
あ
る
程
度
の
児
童
生
徒
数
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
次
の

よ
う
な
事
が
期
待
で
き
ま
す
。

➊
学
校
の
存
続
や
学
習
環
境
の
改
善　

　
（
教
員
の
増
加
、
子
ど
も
に
と
っ
て

　

の
新
し
い
人
間
関
係
の
構
築
な
ど
）

➋
地
域
の
活
性
化

　
（
人
口
増
加
、
雇
用
の
創
出
、
地
域

　

行
事
へ
の
留
学
生
の
参
加
な
ど
）

❸
交
流
人
口
の
増
加
、
移
住
定
住
の
促
進

　
（
留
学
生
保
護
者
等
の
来
町
や
定
住

　

の
推
進
な
ど
）

　

や
は
り
、
子
ど
も
の
存
在
は
、
地
域

を
元
気
に
す
る
源
で
あ
り
、
地
域
の
活

性
化
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

Ｑ　
山
村
留
学
に
来
る
子
ど
も
た
ち
に

　
　
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
？

　

留
学
生
が
大
自
然
の
中
、
都
会
と
違

っ
た
環
境
の
中
で
活
動
す
る
こ
と
で
、

体
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
真
の
学
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
昔
な
が
ら
の
心
豊
か
な
生

活
や
忍
耐
、
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
を

通
し
て
、
本
来
の
日
本
人
と
し
て
生
き

方
や
心
の
あ
り
方
な
ど
の
基
盤
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ　
短
期
の
山
村
留
学
の
目
的
は
何
で

　
　
す
か
？

　

短
期
の
山
村
留
学
は
長
期
の
受
入
に

向
け
た
準
備
の
一
つ
と
し
て
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
留
学
生

に
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
良
さ
を
肌

で
感
じ
て
も
ら
う
事
も
大
切
な
目
的
で

す
が
、
受
入
側
と
し
て
も
地
域
の
皆
さ

ん
に
、
留
学
生
に
慣
れ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
目
的
の
一
つ
で
す
。

　

長
期
の
留
学
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
の
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
予
定
し
て

お
り
、
留
学
生
が
定
期
的
に
地
域
の
家

庭
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、

孫
や
親
戚
・
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
受

け
入
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
で
接
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
山
村
留
学
が
も
た
ら
す
も
の

　

そ
の
様
な
関
係
は
留
学
生
が
最
も
望

む
と
こ
ろ
で
あ
り
、
安
心
し
て
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
大
切
で
す
。

Ｑ　
長
期
の
受
入
に
つ
い
て
教
え
て
下

　
　
さ
い
。

　

現
在
予
定
し
て
い
る
地
区
は
舘
岩
地

区
で
、
受
入
れ
る
子
ど
も
た
ち
は
、
小

学
生
、
中
学
生
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

受
入
期
間
は
１
年
単
位
と
し
て
、
住

所
を
移
動
し
町
民
と
し
て
生
活
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

生
活
は
拠
点
施
設
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
行
い
、
一
定
期
間
ご
と
に
場
所
を
交

代
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
地
元
の
小
中

学
校
に
通
学
し
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち

と
共
に
学
び
ま
す
。

　

休
日
は
、
拠
点
施
設
の
計
画
で
行
動

し
、
登
山
や
ス
キ
ー
な
ど
の
自
然
体
験

や
地
元
の
伝
統
文
化
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

保
護
者
に
は
、
で
き
る
範
囲
で
学
校

行
事
等
へ
の
参
加
も
お
願
い
し
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
交
流
を
図
っ
て
い
た
だ
く

考
え
で
す
。

Ｑ　
山
村
留
学
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
何

　
　
で
す
か
？

　

山
村
留
学
は
、
地
域
に
も
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
、
留
学
生
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
「
両
得
」
の
事
業
で
す
。
た
だ
、
留

学
生
に
と
っ
て
の
、「
得
」
は
分
か
り

や
す
い
で
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
の
「
得
」
は
、
わ
か
り
に
く
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
様
な
中
で
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

は
、「
山
村
留
学
の
〝
得
〟
を
見
つ
け

よ
う
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　

短
期
の
受
入
を
し
た
家
族
の
方
々
の

感
想
に
も
、
子
ど
も
を
受
け
入
れ
た
こ

と
で
見
つ
か
っ
た
「
得
」
が
た
く
さ
ん

書
か
れ
て
お
り
、
大
変
あ
り
が
た
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
人
材
の
確
保
な
ど
を
進
め
、

早
期
の
実
施
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
多

く
の
地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、「
得
」
の
発
見
や
そ
の
共
有
が
あ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

将
来
的
に
そ
の
「
得
」
を
町
全
体
で

共
有
で
き
れ
ば
、
町
の
活
性
化
に
も
大

い
に
役
立
つ
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

地元の子どもたちとの交流

自然のなかでの体験

地域の文化を学ぶ



2023.2 広報みなみあいづ 4広報みなみあいづ 2023.25

特集 南会津で学ぶ！　山村留学

山村留学を支える方々

公益財団法人  育てる会
事業部　部長　

　　　　秋山  雅
まさみつ

光  さん
（短期山村留学委託先）

　山村留学は、どんな地域でもできるというわけではありません。南
会津町は、日本の四季を体感でき、古き良き日本の根っこの文化と伝
統が残っています。また、地域の人々がとても温かいこの地域だから
こそこの取組が実施できると思います。
　体験プログラムでは、地域の子どもたちとも交流する機会を設けま
したが、この交流は地域の子どもたちにとって良い経験になります。
自分たちにとって当たり前の景色や日常が、とても素晴らしいものだ
と気づくきっかけとなり、そしてそれが、故郷への愛とつながります。
外から来たからこそ、この地域の人々に伝えられることもあるのです。
　山村留学において重要なことは地域の人々と関わるということです。
そのためには、受け入れ体制が整っていなければなりません。ホーム
ステイ先の方々も含め３回の体験プログラムを通じて、南会津町でも
長期の山村留学の受け入れ基盤が着実にできていると感じています。

舘岩教育を考える会
　高杖原区

　岩堀  和
かずやす

康  さん

　今回、ホームステイ先として、３人の子どもた
ちを預かりました。雪かきや犬の散歩など、私た
ちにとって日常的な活動も子どもたちにとっては
非日常的だったようで、とても喜んでくれたこと
が印象的でした。また、子どもたちからのお礼の
手紙には感動しました。子どもたちからは「また
来たい」という話もあったので、長期の山村留学
の実現に向けて協力していきたいです。

　押戸区
　星  定

さだかず
一  さん

　ホストファミリーとして、十分な対応ができて
いるかはわかりませんが、楽しそうに体験する姿
や「おいしい」といって食べてくれる食事風景を見
ていると、受入れ側としてはうれしい気持ちで一
杯です。先日の子どもたちは帰り際にお手紙を書
いてくれました。心温まる内容でとてもほっこり
としました。素敵なプレゼントがいただけること
も、ホストファミリーの醍醐味かもしれません。

◆ 一人暮らしなので、子どもができたように家の中が賑やかになった。
◆ 子どもたちと生活することで、若返った。
◆ 別れの時が寂しく、ずっといてほしいと思った。
◆ 子ども同士（我が子と留学生）の関わりが素敵で、いい経験になった。
◆ 子どもたちがくるということで、準備しているときからわくわくして
　 いた。

主な体験プロブラム

参加者の保護者の方から声

・ホームステイ生活　・地域の子どもたちとの交流　・田代山湿原散策　・野外炊飯　・ラフティング　
・星空観察　・川遊び　・野菜の収穫　・食文化体験　・釣り体験　・歴史散策　・餅つき体験　
・正月飾りづくり　・雪遊び　・クラフト体験　など…

リバティで南会津へ♪ 食文化に触れて 川最高！ ホームステイ先で

みんなで雪遊び 餅つきぺったん♪ 別れは寂しいけど、、、星がきれい！

　全体での活動とともに、ホームステイ生活がある計画は魅力的です。東京に住んでいるので、町の文化、
くらし、遊びを知り、たくましくなって帰ってきたように感じます。普段は、学校であったことをあまり教
えてくれませんが、山村留学での出来事は詳しく話してくれて、楽しかった様子が伝わりました。また、ブ
ログでその日の活動内容を報告してくださるので、親としても一緒に楽しむことができました。

　東京しか知らず、田舎がない家族なのでこのような企画はありがたいです。特に地域の方々と交流できる
点が良かったです。ホームステイや体験メインの企画は他にないものだと思います。様々な体験ができ、す
べてに満足でした。また参加させたいです。

　ホームステイ先で、とても優しく接していただき、雪かきがとても楽しかったこと、ご飯が美味しかった
ことを嬉しそうに話してくれました。途中、ホームシックになったようですが、お友達やスタッフの方に元
気づけられ、気持ちを切り替えて楽しく過ごせたと話してくれました。ありがとうございました。

　【問合せ】
　　教育委員会分室　学校教育係　

　　　　　　　　　　　電話  0241-76-7718

南会津町山村留学体験プログラムの様子を公開しています　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳細はコチラ▶

ホームステイ先の感想


